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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年1月27日(2011.1.27)

【公表番号】特表2010-513673(P2010-513673A)
【公表日】平成22年4月30日(2010.4.30)
【年通号数】公開・登録公報2010-017
【出願番号】特願2009-542893(P2009-542893)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ   5/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/14     (2006.01)
   Ｆ２５Ｂ  15/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 215/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  53/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   5/04    　　　　
   Ｂ０１Ｄ  53/14    １０２　
   Ｆ２５Ｂ  15/00    　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｃ 215/08    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  53/10    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年11月30日(2010.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アンモニアと少なくとも１つのイオン液体とを含む組成物であって、約１～約１１０バ
ールの圧力で約－４０～約１３０℃の温度範囲にわたって約１～約９９モル％のアンモニ
アを含む組成物。
【請求項２】
　１つのイオン液体が、
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【化１】



(3) JP 2010-513673 A5 2011.1.27

【化２】

［式中、Ｒ、Ｒ１、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、およびＲ１０が独立して、
　（ｉ）水素、
　（ｉｉ）場合によりＣｌ、Ｂｒ、Ｆ、Ｉ、ＯＨ、ＮＨ２およびＳＨからなる群から選択
される少なくとも１つのメンバーで置換される、－ＣＨ３、－Ｃ２Ｈ５、またはＣ３～Ｃ

２５直鎖、分岐または環状アルカンまたはアルケン；
　（ｉｉｉ）Ｏ、ＮおよびＳからなる群から選択される１～３個のヘテロ原子を含み、か
つ場合によりＣｌ、Ｂｒ、Ｆ、Ｉ、ＯＨ、ＮＨ２およびＳＨからなる群から選択される少
なくとも１つのメンバーで置換される、－ＣＨ３、－Ｃ２Ｈ５、またはＣ３～Ｃ２５直鎖
、分岐または環状アルカンまたはアルケン；
　（ｉｖ）Ｃ６～Ｃ２０非置換アリール、またはＯ、ＮおよびＳからなる群から独立して
選択される１～３個のヘテロ原子を有するＣ３～Ｃ２５非置換ヘテロアリール；および
　（ｖ）Ｃ６～Ｃ２５置換アリール、またはＯ、ＮおよびＳからなる群から独立して選択
される１～３個のヘテロ原子を有するＣ３～Ｃ２５置換ヘテロアリールであって；
　　（１）場合によりＣｌ、Ｂｒ、Ｆ、Ｉ、ＯＨ、ＮＨ２およびＳＨからなる群から選択
される少なくとも１つのメンバーで置換される、－ＣＨ３、－Ｃ２Ｈ５、またはＣ３～Ｃ

２５直鎖、分岐または環状アルカンまたはアルケン、
　　（２）ＯＨ、
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　　（３）ＮＨ２、および
　　（４）ＳＨ
からなる群から独立して選択される１～３個の置換基を有する置換アリールまたは置換ヘ
テロアリール
からなる群から選択され；
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、およびＲ６が独立してＲおよびハロゲンから選択され；
　Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、およびＲ１４が独立してＲから選択され、ただし、Ｒ１１、
Ｒ１２、Ｒ１３、およびＲ１４が水素ではなく；そして
　ここで、Ｒ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１

１、Ｒ１２、Ｒ１３およびＲ１４のうちの少なくとも２つが、場合により、一緒になって
環式または二環式アルカニルまたはアルケニル基を形成してもよい］
からなる群から選択されるカチオン；
　ならびに、
　［ＣＨ３ＣＯ２］－、［ＨＳＯ４］－、［ＣＨ３ＯＳＯ３］－、［Ｃ２Ｈ５ＯＳＯ３］
－、［ＡｌＣｌ４］－、［ＣＯ３］２－、［ＨＣＯ３］－、［ＮＯ２］－、［ＮＯ３］－

、［ＳＯ４］２－、［ＰＯ４］３－、［ＨＰＯ４］２－、［Ｈ２ＰＯ４］－、［ＨＳＯ３

］－、［ＣｕＣｌ２］－、Ｃｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－、ＳＣＮ－、およびフッ素化アニオンか
らなる群から選択されるアニオン
を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　Ｒ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１

２、Ｒ１３、およびＲ１４のうちの少なくとも１つが、１個またはそれ以上のフッ素を含
む、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　１つのイオン液体が、［ＢＦ４］－、［ＢＦ３ＣＦ３］－、［ＢＦ３Ｃ２Ｆ５］－、［
ＰＦ６］－、［ＰＦ３（Ｃ２Ｆ５）３］－、［ＳｂＦ６］－、［ＣＦ３ＳＯ３］－、［Ｈ
ＣＦ２ＣＦ２ＳＯ３］－、［ＣＦ３ＨＦＣＣＦ２ＳＯ３］－、［ＨＣＣｌＦＣＦ２ＳＯ３

］－、［（ＣＦ３ＳＯ２）２Ｎ］－、［（ＣＦ３ＣＦ２ＳＯ２）２Ｎ］－、［（ＣＦ３Ｓ
Ｏ２）３Ｃ］－、［ＣＦ３ＣＯ２］－、［ＣＦ３ＯＣＦＨＣＦ２ＳＯ３］－、［ＣＦ３Ｃ
Ｆ２ＯＣＦＨＣＦ２ＳＯ３］－、［ＣＦ３ＣＦＨＯＣＦ２ＣＦ２ＳＯ３］－、［ＣＦ２Ｈ
ＣＦ２ＯＣＦ２ＣＦ２ＳＯ３］－、［ＣＦ２ＩＣＦ２ＯＣＦ２ＣＦ２ＳＯ３］－、［ＣＦ

３ＣＦ２ＯＣＦ２ＣＦ２ＳＯ３］－、［（ＣＦ２ＨＣＦ２ＳＯ２）２Ｎ］－、［（ＣＦ３

ＣＦＨＣＦ２ＳＯ２）２Ｎ］－、およびＦ－からなる群から選択されるフッ素化アニオン
を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　アンモニアと少なくとも１つのイオン液体とを含む組成物を含む吸収サイクルであって
、組成物が、約１～約１１０バールの圧力で約－４０～約１３０℃の温度範囲にわたって
約１～約９９モル％のアンモニアを含む、吸収サイクル。
【請求項６】
　１つのイオン液体が、
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【化４】

［式中、Ｒ、Ｒ１、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、およびＲ１０が独立して、
　（ｉ）水素、
　（ｉｉ）場合によりＣｌ、Ｂｒ、Ｆ、Ｉ、ＯＨ、ＮＨ２およびＳＨからなる群から選択
される少なくとも１つのメンバーで置換される、－ＣＨ３、－Ｃ２Ｈ５、またはＣ３～Ｃ

２５直鎖、分岐または環状アルカンまたはアルケン；
　（ｉｉｉ）Ｏ、ＮおよびＳからなる群から選択される１～３個のヘテロ原子を含み、か
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つ場合によりＣｌ、Ｂｒ、Ｆ、Ｉ、ＯＨ、ＮＨ２およびＳＨからなる群から選択される少
なくとも１つのメンバーで置換される、－ＣＨ３、－Ｃ２Ｈ５、またはＣ３～Ｃ２５直鎖
、分岐または環状アルカンまたはアルケン；
　（ｉｖ）Ｃ６～Ｃ２０非置換アリール、またはＯ、ＮおよびＳからなる群から独立して
選択される１～３個のヘテロ原子を有するＣ３～Ｃ２５非置換ヘテロアリール；および
　（ｖ）Ｃ６～Ｃ２５置換アリール、またはＯ、ＮおよびＳからなる群から独立して選択
される１～３個のヘテロ原子を有するＣ３～Ｃ２５置換ヘテロアリールであって；
　　（１）場合によりＣｌ、Ｂｒ、Ｆ、Ｉ、ＯＨ、ＮＨ２およびＳＨからなる群から選択
される少なくとも１つのメンバーで置換される、－ＣＨ３、－Ｃ２Ｈ５、またはＣ３～Ｃ

２５直鎖、分岐または環状アルカンまたはアルケン、
　　（２）ＯＨ、
　　（３）ＮＨ２、および
　　（４）ＳＨ
からなる群から独立して選択される１～３個の置換基を有する置換アリールまたは置換ヘ
テロアリール
からなる群から選択され；
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、およびＲ６が独立してＲおよびハロゲンから選択され；
　Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、およびＲ１４が独立してＲから選択され、ただし、Ｒ１１、
Ｒ１２、Ｒ１３、およびＲ１４が水素ではなく；そして
　ここで、Ｒ、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１

１、Ｒ１２、Ｒ１３およびＲ１４のうちの少なくとも２つが、場合により、一緒になって
環式または二環式アルカニルまたはアルケニル基を形成してもよい］
からなる群から選択されるカチオン；
　ならびに、
　［ＣＨ３ＣＯ２］－、［ＨＳＯ４］－、［ＣＨ３ＯＳＯ３］－、［Ｃ２Ｈ５ＯＳＯ３］
－、［ＡｌＣｌ４］－、［ＣＯ３］２－、［ＨＣＯ３］－、［ＮＯ２］－、［ＮＯ３］－

、［ＳＯ４］２－、［ＰＯ４］３－、［ＨＰＯ４］２－、［Ｈ２ＰＯ４］－、［ＨＳＯ３

］－、［ＣｕＣｌ２］－、Ｃｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－、ＳＣＮ－、およびフッ素化アニオンか
らなる群から選択されるアニオン
を含む、請求項５に記載の吸収サイクル。
【請求項７】
　出口を有する吸収器側と、出口を有する発生器側とを含み、吸収器側は組成物の約７０
質量％より大きい出口でのイオン液体の濃度を有し、発生器側は組成物の約８０質量％よ
り大きい出口でのイオン液体の濃度を有する、請求項５に記載の吸収サイクル。
【請求項８】
　イオン液体がイミダゾリウムカチオンまたはＮ，Ｎ－ジメチルアンモニウムエタノール
カチオンを含む、請求項５に記載の吸収サイクル。
【請求項９】
　アンモニアをイオン液体に吸収させて、約１～約１１０バールの圧力で約－４０～約１
３０℃の温度範囲にわたって約１～約９９モル％のアンモニアを含む組成物を得る工程を
含む、アンモニアの貯蔵方法。
【請求項１０】
　組成物が、約１０～９５モル％のアンモニアを含む、請求項９に記載の方法。
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